
 

 

 

 

-KESTES 新体制が整いました！- 

2014 年 1 月に開催された総会で幹部交代が行われました。 

新代表からの挨拶 

 ほとんどの人が同じような教育を受けることのできる日本

と違い、ケニアでは経済的状況が学業に色濃く反映されてし

まいます。勉強において、努力は結果を裏切りません。努力

した人が努力した分、正当に報われる社会であればと思いま

すが、努力したくても、努力できない環境にいる人たちがた

くさんいます。そんな人たちを努力できる環境へ押し上げる

一押しは、努力が努力を生み、積み重なって、社会を、国を

変える大きな力になると信じています。 

 隊員によるボランティアによって KESTESという奨学金制度

が 30 年以上に渡って続いてきたことに感銘を受けるとともに、

そのような歴史と今までの運営委員のみなさん、諸先輩方の

想いのこもった KESTESの委員長という立場となったことに身

の引き締まる思いです。KESTESの継続的・安定的・効率的な

運営を目指して、これまで理念の整理や運営体制の整備が行

われてきました。今後はそれを円熟させる段階にあると思っ

ています。 

 KESTES運営委員は皆、教育の大切さを認識し、経済的な理

由で学業が続けられない人のために、ケニアの発展のために、 

自分にできることを少しでもやろうとしています。運営委員

一人ひとりの想いを大切にして KESTES を運営していきたいと

思います。今後も KESTESへの変わらぬご支援とご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。（堀泰洋) 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年後も KESTES はケニアの子供たちの夢や希望を一つでも多く

叶えるためのサポートを全力で取り組んでいきます! 

 

 

名前 学年 成績 

David Clinton Form  4 C+ 30 人中 2 位 

Fatma Swaleh Form 2 B 125 人中 35 位 

Bonface Mwika Form 3 B 169 人中 10 位 

Ochieng Tiberius Form 2 C 188 人中 30 位 

Odero Pharesh Form 4 C+ 480 人中 205 位 

Lemick Thoya Form 4 B 33 人中 2 位 

Otieno Lawi Form 1 B+ 186 人中 47 位 

Dennis Waruru Form 4 B+ 163 人中 43 位 

Chebet Diana Form 3 C 47 人中 11 位 
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KESTES 新代表プロフィール   

堀 泰洋 隊員 任地：キスム 

平成 25 年度１次隊 環境教育隊員 

座右の銘：細く長く！！ 

 

奨学生成績 

 

4 月総会終了時点残高 

KSH：414,732.50 

USD：5,049.61 

会計報告 



 

 

-日本人学校 PTA 会守童バザー出店！- 

 2014年 1月 25日にナイロビの日本人学校にて守童バザーが

開催されました。KESTESグッズの販売による収益向上と

KESTES自体の広報＆賛助会員獲得を目的に、今年も KESTESと

してブースを出させていただきました。 

 今回新しく販売させてもらった新デザイン Tシャツが想像以

上の大反響により、Tシャツ＆ポロシャツ合計で 42枚も販売

することができました。もちろんこれは過去最高の販売実績

になります！！ 

 当日は日本人学校の保護者の方々が作られた美味しい日本

食なども会場にあり、隊員にとっては任地ではあまり食べら

れない美味しいものを食べながら楽しく過ごすことができま

した。 

 今後もイベント時にはメンバーで力を合わせ、更なる奨学

生支援の充実に向けて取り組んでいきます！（藤本健司 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-卒業生との思い出- 

ディベリアス君は今年、セカンダリ

ースクールを卒業するのと同時に

KESTES の奨学生も卒業します。

彼の担当をしていた南波環樹隊

員に思い出をお話して頂きました。 

  私がティベリアスの担当になったのは 2012年の 12月でし

た。前担当者の松原隊員(22 年度 3次隊)の帰国と同時に、キ

スム市周辺から隊員が居なくなり、私の住むナイロビから距

離は遠いですが、私が担当することになりました。  

 初めてマランダハイスクールに会いに行った時のことは良

く覚えています。セカンダリーの 3年生には見えないとても

小柄な子で、あまり自分のことは喋らない感じでしたが、こ

ちらが質問すると色々と話してくれました。驚いたのが、

Districtのテニス大会で優勝していたことです。それならテ

ニスの選手になる道もあるね、と私が言うと、「勉強との両

立はできない。自分は勉強に専念するから、テニスはもう辞

める」とはっきり言いました。また勉強の秘訣を聞くと、

「他の子が寝ている時間も僕は深夜まで勉強しているからそ

こで差がつく」と自信たっぷりに答えてくれました。 

 彼は常に今やるべきことは何かを考えて、それに全力で取

り組んできました。今年マランダハイスクールを卒業し、

KCSEの結果を待っています。大学はナイロビ大など最難関の

大学ばかり応募したようです。彼の自信は彼が努力してきた

ことの表れなので、必ず KCSE でも良い結果を出して希望する

進路に進めることと思います。（南波環樹） 

KCSE 結果速報！！ 
 3 月中旬に KCSE の結果が発表されました。 

ディベリアス君はなんと「A-」という優秀な成績を収めました。 

大反響の新デザイン！ 

バザーに参加した KESTES メンバー 

南波隊員とディベリアス君 



 

 

-新 KESTES 奨学生 3 名誕生！- 
1 月の KESTES 総会にて新たに 3 名の奨学生を支援することが

決定しました。（紹介している成績は選考時に利用したものです。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 デニス君は 4人兄弟の長男。KESTES のパンフレットを見たデニス

の父親を通じて応募を受け、2回のチャレンジを経て晴れて奨学生と

なりました。実際に会ったデニス君の第一印象は大変物静かでシャ

イ。けれど趣味のサッカーの話になると、チームを引っ張ってフォワ

ードとして活躍しているんだ！とはにかんだ笑顔で楽しそうに話をし

てくれます。そんな彼の将来の夢は法学の知識を通してケニアに貢献

すること。法学講師になるためナイロビ大学で法学を学ぶという高い

目標を持ち、日々、勉学に励んでいます。彼の長所である「諦めずに

チャレンジ」を続けるデニス君。KESTESの支援を通じてより良い環

境で勉学に励み、夢を実現することを願ってやみません。（安田葵） 

 

デニス君(17歳) Dennis Waruru Mugo 

担当者：安田 葵（平成 25年度 1次隊） 

所属校：Njoro Boy's high School 

成績：B– 学年 36位/163人 KCPE 337 

学年：Form 4  学費：66,280ksh 

 ダイアナは公立女子校の Form3。普段は寮生活ですが、休みに家

に帰ってくると、料理など家事をよくする女の子です。3年前に両

親を病気で失い孤児となり、祖母の家に、叔母、従妹、妹と暮らし

ています。祖母は、数年前に持病が悪化して仕事を辞め、今は小さ

なビジネスで収入を得て、孫 3人の養育費を捻出している状況で

す。授業料の支払いが滞り、彼女が学校を追い出されてしまうこと

もありました。彼女の将来の夢は法律家。明るい将来を夢見て学校

で勉強したい、という彼女の強い思いから、KESTESへ推薦しまし

た。直近の成績は C+でしたが、今後は授業料の心配なく勉学により

励み、夢の実現へ近づくことを祈りつつ、陰ながらサポートできた

らと思います。 （土田和歌子） 

ダイアナさん(15歳) Chebet Diana 

担当者：土田 和歌子（平成 24 年度 3次隊） 

所属校：Kong’otik Girl’s high School 

成績：C+ クラス 16位/51 人, KCPE 334  

学年：Form 3  学費：38,161Ksh 

ラウィ君(14歳) Otieno Lawi Ondiek 

担当者：堀 泰洋平成 25年度 1次隊） 

所属校：Mbita high School 

成績:新入生の為無し, KCPE 375 

学年: Form 1 学費:57,500Ksh 

 私は、配属先の近隣のプライマリースクールの環境クラブの

活動に参加しているのですが、ラウィとはそこで最初、知り合

いました。その時は、大人しそうに見えるけど、きちんと自分

の意見をいう子だなと思いました。その後、顧問の先生から、

片親孤児だが成績優秀なラウィを推薦してくれないかと頼ま

れ、今回の総会で推薦しました。総会の直前に KCPEの成績が発

表されたのですが、見事に高得点を得ることができ、KESTESの

奨学生として採用されることができました。ラウィは末っ子の

せいか、少し控えめなところがありますが、その分、心の優し

い子です。セカンダリースクールで勉学に励み、心身ともに成

長してくれることを楽しみにしています。（堀泰洋） 

 



 

 

-KESTES への寄付のご報告- 

 平成 2 年度理数科教師 OV 故堤康裕さんのお父様（堤嘉美様）

から 10万円のご寄付を頂きました。クロスロードの OVの活

動特集号をご覧になったお父様から「ケニアの青少年のため

にご活用下さい。」とのメッセージと共に頂いた寄付です。 

 一昨年の年末に急逝された堤 OVですが、写真にもあるよう

に日本窓口の活動にも積極的に参加して頂いていました。改

めてご冥福をお祈りします。（日本窓口代表 金田健一） 

 

 

 

KESTES委員一同、堤 OVのご冥福をお祈り致します。 

 

 

-新メンバー加入- 

2014 年 1 月に 25 年度 3 次隊・4 次隊の 6 名が新しく KESTES

運営委員に加入しました！新運営委員を紹介します。 

・松田沙弥香（青少年活動） 

・薬師川智子（マーケティング） 

・則近由貴（林業・森林保全） 

・岩井 アミ（コミュニティ開発） 

・市原 華世 （理数科教師） 

・新見 眞人（理数科教師(SV)） 

KESTES は新たなメンバーを迎え、総勢 35 名体制となりました！ 

中央のブース内に座っているのが堤 OV 

 

ＫＥＳＴＥＳ委員 35 名・奨学生 9 名(2014 年６月現在) 

Kenya Students’ Educational Scholarship 

HP: http://jocvkestes.wordpress.com  

問合せ先: kesteskenya@gmail.com  

文責: 村田菜美(23-４)･笹原千佳(25-1) 

平成 25 年度 3 次隊 

 

平成 25 年度 4 次隊 

 

Facebook の KESTES ページでも 

情報発信中！ 

世界の人びとのための JICA 基金 
 昨年度、『世界の人びとのための JICA基金』への申請が通

り、奨学生 6人分の学費と HPの再構築（Web募金の設置等）

のために、約 46万円の資金を調達することができましたこと

をここにお知らせいたします。 

mailto:kesteskenya@gmail.com

